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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第３四半期
累計期間

第40期
第３四半期
累計期間

第39期
第３四半期
会計期間

第40期
第３四半期
会計期間

第39期

会計期間

自平成20年
７月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成20年
７月１日
至平成21年
６月30日

売上高（千円） 2,096,7331,782,645555,889 387,0472,843,674

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△16,255 38,606 △47,787 △70,065 78,771

四半期(当期)純損失(△)（千円） △160,058△70,953△114,346△40,885 △89,273

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 639,307 639,307 639,307

発行済株式総数（千株） － － 6,140 6,140 6,140

純資産額（千円） － － 2,241,8412,211,4352,231,348

総資産額（千円） － － 3,257,8133,160,6073,228,616

１株当たり純資産額（円） － － 396.07 390.70 394.21

１株当たり四半期(当期)純損失金

額(△)（円）
△28.28 △12.54 △20.20 △7.22 △15.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 5.00

自己資本比率（％） － － 68.8 70.0 69.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△186,956 88,023 － － △78,936

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△21,258 113,416 － － △50,025

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△133,294△125,783 － － △142,393

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 417,008 562,820 487,163

従業員数（人） － － 71 66 72

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第３四半期会計期間において当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

当社は、関係会社がありませんので、当第３四半期会計期間において該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 66 (5)

（注）従業員は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

製品 142,635 94.3

据付工事 98,632 72.7

その他内装工事 31,226 31.9

合計 272,494 70.8

　（注）１．上記の金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間の受注状況を品目別に示すと次のとおりであります。

品目 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

製品 103,050 64.7 15,706 31.6

部材品 127,076 90.2 1,972 13.8

据付工事 117,349 78.3 25,537 69.5

その他内装工事 38,494 55.9 9,908 42.4

商品 30,502 107.8 13,650 176.0

合計 416,474 76.1 66,775 50.6

　（注）１．上記の金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと次のとおりであります。

品目 金額（千円） 前年同四半期比（％）

製品 107,057 74.9

部材品 131,718 95.2

据付工事 98,632 72.7

その他内装工事 31,226 31.9

商品 18,412 44.8

合計 387,047 69.6

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(１)経営成績の分析

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策効果やアジア経済の改善等により景気の持ち直し傾

向が見られるものの、雇用や所得環境の回復が低迷し個人消費が伸び悩むなど引き続き厳しい状況が継続しておりま

す。

　焼肉業界におきましても、景気の先行き不安から消費者の生活防衛意識が高まり、外食の機会が減少し、業績は極め

て厳しい経営状況が続いております。

　このような状況下、当社も新規出店や既存店の改装、改築などの受注の減少に歯止めが掛からない状況が続いており

ます。しかしその打開策として、１月に「焼肉ビジネスフェア」、２月には「ホテルレストランショー」と、東京で開

催された展示会に新型省エネロースターを出品し、製品の安全性、省エネ化をアピールし、販売強化に取り組んでまい

りました。また、３月からは当期も、一部の消耗部品を半額で販売する「焼肉店応援キャンペーン」を実施し部材品の

販売強化を実施しております。

　その結果、当第３四半期会計期間における業績は、売上高387百万円（前年同四半期比30.4％減）となりました。営業

利益は、展示会の出展費用等が嵩んだことにより63百万円の営業損失（前年同四半期は営業損失44百万円）となりま

した。経常利益も、投資事業組合運用損5百万円を計上したことにより、70百万円の経常損失（前年同四半期は経常損

失47百万円）となりました。そのことにより、当第３四半期会計期間の四半期純損失は40百万円（前年同四半期は四

半期純損失114百万円）となりました。

　

(２)財政状態の分析

資産・負債及び純資産の状況

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて53百万円減少して、1,266百万円となりました。これは主として、現金及び預金

が51百万円増加しておりますが、受取手形及び売掛金が56百万円、有価証券が98百万円減少したことによるもので

あります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて14百万円減少して、1,894百万円となりました。これは主として、投資有価証券

が27百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて42百万円減少して、788百万円となりました。これは主として、短期借入金が70

百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて５百万円減少して、160百万円となりました。これは主として、長期借入金が22

百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産は、前事業年度末に比べて19百万円減少して、2,211百万円となりました。これは主として、その他有価証券

評価差額金が79百万円増加しておりますが、利益剰余金が99百万円減少したことによるものであります。

 

(３)キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末と比べ

56百万円減少し、562百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、営業活動における資金の増加は、7百万円（前年同四半期は138百万円増加）であ

ります。これは主に、たな卸資産が減少から増加に転じたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、投資活動における資金の減少は、54百万円（前年同四半期は34百万円減少）であ

ります。これは主に、有形固定資産の取得による支出の増加によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間において、財務活動における資金の減少は、9百万円（前年同四半期は9百万円減少）であり

ます。
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(４)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

(５)研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、9,015千円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,775,000

計 14,775,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,140,850 同左
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
単元株式数100株

計 6,140,850 同左 － －

（注）第３四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャスダック証券

取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪

証券取引所であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年１月１日～

平成22年３月31日
－ 6,140,850－ 639,307 － 595,887

（５）【大株主の状況】

　　大量保有報告書の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  　480,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　  5,659,400 56,594 －

単元未満株式 普通株式　　　  　850 － －

発行済株式総数 6,140,850 － －

総株主の議決権 － 56,594 －

 

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

シンポ㈱
名古屋市名東区若葉台

110番地
480,600 － 480,600 7.83

計 － 480,600 － 480,600 7.83

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月

最高（円） 190 202 200 202 196 190 203 201 197

最低（円） 175 181 179 184 175 175 181 182 184

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年７月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21

年３月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 745,737 693,930

受取手形及び売掛金 279,455 335,695

商品及び製品 21,310 3,361

仕掛品 32,240 36,013

原材料及び貯蔵品 130,578 122,873

その他 57,254 127,775

貸倒引当金 △270 △150

流動資産合計 1,266,306 1,319,500

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 105,070

※
 111,987

土地 572,329 572,329

その他（純額） ※
 104,354

※
 78,690

有形固定資産合計 781,754 763,007

無形固定資産 5,300 4,295

投資その他の資産

投資有価証券 788,024 815,568

その他 340,090 346,478

貸倒引当金 △20,868 △20,233

投資その他の資産合計 1,107,246 1,141,813

固定資産合計 1,894,301 1,909,115

資産合計 3,160,607 3,228,616

負債の部

流動負債

買掛金 75,579 59,502

短期借入金 470,000 540,000

未払法人税等 26,477 5,496

賞与引当金 30,750 12,000

その他 186,082 214,295

流動負債合計 788,888 831,295

固定負債

退職給付引当金 106,786 104,177

役員退職慰労引当金 26,511 22,054

その他 26,987 39,741

固定負債合計 160,284 165,972

負債合計 949,172 997,267
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 639,307 639,307

資本剰余金 595,887 595,887

利益剰余金 1,207,074 1,306,329

自己株式 △188,075 △188,062

株主資本合計 2,254,194 2,353,462

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △42,759 △122,113

評価・換算差額等合計 △42,759 △122,113

純資産合計 2,211,435 2,231,348

負債純資産合計 3,160,607 3,228,616
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 2,096,733 1,782,645

売上原価 1,356,175 1,112,326

売上総利益 740,557 670,318

販売費及び一般管理費 ※
 735,144

※
 626,562

営業利益 5,413 43,756

営業外収益

受取利息 1,219 914

受取配当金 3,779 3,071

受取賃貸料 7,257 6,468

その他 1,297 1,241

営業外収益合計 13,552 11,696

営業外費用

支払利息 6,727 4,364

投資事業組合運用損 24,992 6,822

その他 3,500 5,659

営業外費用合計 35,220 16,846

経常利益又は経常損失（△） △16,255 38,606

特別利益

貸倒引当金戻入額 777 1,695

特別利益合計 777 1,695

特別損失

固定資産除却損 1,728 －

投資有価証券償還損 － 4,381

投資有価証券評価損 159,208 81,926

特別損失合計 160,937 86,307

税引前四半期純損失（△） △176,415 △46,006

法人税等 △16,356 24,947

四半期純損失（△） △160,058 △70,953
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 555,889 387,047

売上原価 357,230 239,133

売上総利益 198,659 147,914

販売費及び一般管理費 ※
 242,707

※
 211,062

営業損失（△） △44,048 △63,147

営業外収益

受取利息 326 343

受取配当金 72 90

受取賃貸料 2,180 2,200

その他 220 718

営業外収益合計 2,800 3,353

営業外費用

支払利息 1,984 1,407

投資事業組合運用損 3,405 5,384

貸倒引当金繰入額 － 2,450

その他 1,148 1,029

営業外費用合計 6,539 10,271

経常損失（△） △47,787 △70,065

特別利益

貸倒引当金戻入額 60 53

特別利益合計 60 53

特別損失

投資有価証券評価損 71,568 △3,224

特別損失合計 71,568 △3,224

税引前四半期純損失（△） △119,296 △66,788

法人税等 △4,950 △25,902

四半期純損失（△） △114,346 △40,885
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △176,415 △46,006

減価償却費 21,001 24,982

貸倒引当金の増減額（△は減少） △777 755

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,450 18,750

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,500 △6,365

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,272 2,608

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △268,640 4,457

受取利息及び受取配当金 △4,998 △3,986

投資事業組合運用損益（△は益） 24,992 6,822

支払利息 6,727 4,364

投資有価証券評価損益（△は益） 159,208 81,926

投資有価証券償還損益（△は益） － 4,381

固定資産除売却損益（△は益） 1,728 －

売上債権の増減額（△は増加） 241,877 91,095

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,531 △21,881

仕入債務の増減額（△は減少） △1,100 16,076

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,092 △6,835

その他 △177,902 △77,687

小計 △126,996 93,457

利息及び配当金の受取額 4,998 3,986

利息の支払額 △6,727 △4,364

法人税等の支払額 △58,230 △5,055

営業活動によるキャッシュ・フロー △186,956 88,023

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △216,568 △227,654

定期預金の払戻による収入 228,734 251,504

有形固定資産の取得による支出 △41,768 △28,466

無形固定資産の取得による支出 － △1,116

投資有価証券の売却による収入 7,423 －

投資有価証券の償還による収入 － 109,830

出資金の分配による収入 － 2,400

貸付けによる支出 △3,850 －

貸付金の回収による収入 1,270 1,280

その他 3,500 5,638

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,258 113,416

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,520,000 1,580,000

短期借入金の返済による支出 △1,570,000 △1,650,000

長期借入金の返済による支出 △27,000 △27,000

自己株式の取得による支出 － △12

配当金の支払額 △56,294 △28,140

その他 － △630

財務活動によるキャッシュ・フロー △133,294 △125,783

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △341,509 75,656

現金及び現金同等物の期首残高 758,518 487,163

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 417,008

※
 562,820
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日）

　該当事項はありません。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成22年３月31日）

（四半期貸借対照表関係）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第

50号）が適用となることに伴い、前第３四半期会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたものは、当第

１四半期会計期間から「商品及び製品」として掲記しております。なお、当第３四半期会計期間に含まれる「商品」

「製品」は、それぞれ208千円、21,101千円であります。

　また、前第３四半期会計期間において、「原材料」と流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「貯蔵品」

（前第３四半期会計期間15,673千円）は、当第１四半期会計期間から「原材料及び貯蔵品」として一括して掲記してお

ります。なお、当第３四半期会計期間に含まれる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ115,207千円、15,370千円でありま

す。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１．棚卸資産の評価方法 当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して第２四半

期会計期間末における実地棚卸高を基礎とした合理的な方法により算定しておりま

す。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等に著し

い変化がなく、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、

前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一

時差異の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前事業年度決算において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したも

のを利用する方法によっております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（累計期

間）に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、これによると著しく合理

性を欠く結果となる場合には、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第14号）第19項の規定により、「中間財務諸表等における税効果

会計に関する実務指針」（会計制度委員会報告第11号）第12項（法定実効税率を使用

する方法）に準じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年６月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 726,083千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額 701,813千円

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び賞与 216,477千円

賞与引当金繰入額 57,200千円

退職給付費用 32,144千円

給料及び賞与 197,311千円

賞与引当金繰入額 24,819千円

退職給付費用 32,721千円

前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び賞与 68,896千円

賞与引当金繰入額 19,500千円

退職給付費用 11,551千円

給料及び賞与 58,667千円

賞与引当金繰入額 14,269千円

退職給付費用 8,673千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係（平成21年３月

31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲載されている科目の金額との関係（平成22年３月

31日現在）

現金及び預金勘定 593,738千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △176,729千円

現金及び現金同等物 417,008千円

現金及び預金勘定 745,737千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △182,917千円

現金及び現金同等物 562,820千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年７月１日　至　平成22

年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　6,140,850株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　480,663株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月25日

定時株主総会
普通株式 28,301 5.00平成21年６月30日平成21年９月28日利益剰余金

 

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前事業年度末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 390.70円 １株当たり純資産額 394.21円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額 28.28円 １株当たり四半期純損失金額 12.54円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純損失（千円） 160,058 70,953

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 160,058 70,953

期中平均株式数（千株） 5,660 5,660

 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額 20.20円 １株当たり四半期純損失金額 7.22円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

四半期純損失（千円） 114,346 40,885

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 114,346 40,885

期中平均株式数（千株） 5,660 5,660

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年６月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しておりますが、当第３四半期会計期間末におけるリース取引残高は

前事業年度末に比して著しい変動はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月14日

シンポ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　和憲　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　正司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　宏一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンポ株式会社の平

成20年７月１日から平成21年６月30日までの第39期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月

31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、シンポ株式会社の平成21年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四

半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月13日

シンポ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　正司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　宏一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンポ株式会社の平

成21年７月１日から平成22年６月30日までの第40期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月

31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、シンポ株式会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四

半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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